
記載要領

年　　　月　　　日 賞　　　　罰　　　　の　　　　内　　　　容

賞

職 名

弘前市堅田○－○○

弘前支店長

生 年 月 日 　昭和５０年　　　６月　　　１日生　中南　次郎

様式第十三号（第四条関係）

現 所

氏 名

なし

　

　　

　上記

上記上記

上記のとおり

のとおりのとおり

のとおり相違

相違相違

相違ありません

ありませんありません

ありません。

。。

。

（用紙Ａ４）

平成　　　　年　　　　月　　　　日 印氏　名　

営 業 所 名 弘前支店

建設業法施行令第

建設業法施行令第建設業法施行令第

建設業法施行令第３

３３

３条

条条

条に

にに

に規定

規定規定

規定する

するする

する使用人

使用人使用人

使用人の

のの

の住所

住所住所

住所、

、、

、生年月日等

生年月日等生年月日等

生年月日等に

にに

に関

関関

関する

するする

する調書

調書調書

調書

「賞罰」の欄は、行政処分等についても記載すること。

　

罰

様式第十一号の令第３条に規定する使用人の一覧表に記載した者全員について作成する。

ただし、役員を兼ねている者については、様式第十二号「許可申請者の略歴書」をもってこれに代えること

が出来る。

令３条使用人は、営業所への常勤を要するため、他の営業所との兼務はできない。

必ず本人が内容を確認したう

えで私印を押印すること。

建設業の行政処分及び行政罰はもちろんのこ

と、その他の賞罰についても記載する。刑罰に

ついては罰金刑についても記載する事。該当

がなければ「なし」と記入する。

所属する営業所を記入する。


